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日時：平成３１年３月８日（金）10:00～12:00 
場所：鳥取県庁 第２庁舎９階 ２０会議室 
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鳥取県道路交通渋滞対策部会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、「鳥取県道路交通渋滞対策部会」（以下、部会という）と称する。 

 

（設置） 

第２条  部会は、「鳥取県幹線道路協議会」規約第３条の４の規定に基づき、設置する。 

 

（目的） 

第３条  部会は、鳥取県における総合的な渋滞対策を推進することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 部会は、前条の目的を達成するため、次の事項について検討する。 

（１） 渋滞プログラムの策定に関すること 

（２） 実施にあたっての連絡調整 

（３） その他、本会の目的達成に必要と認められる事項 

 

（組織） 

第５条  部会は、別表に掲げる委員により構成するものとする。 

 

（役員） 

第６条 部会には、次の役員を置く。 

         部会長   １名 

         副部会長  １名 

   １ 部会長は、部会を代表し、会務を総括する。 

   ２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 

（運営） 

第７条  本部会は、必要に応じて部会長が招集する。 

 

（事務局） 

第８条  事務局は、鳥取県県土整備部道路企画課に置く。 

 

 

（規約の改正） 

第９条  本規約の改正は部会の決議によらなければならない。 



 

（附則） 

本規約は平成 16 年 2 月 12 日から施行する。 

（附則） 

本規約は平成 24 年 7 月 23 日から施行する。 

（附則） 

本規約は平成 25 年 6 月 24 日から施行する。 

（附則） 

      本規約は平成 28 年 8 月 31 日から施行する。 

（附則） 

      本規約は平成 30 年 9 月 3日から施行する。 

 

 

 別表 
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             道路部       道路計画課長 
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             鳥取河川国道事務所 事務所長     （部会長） 

                       計画課長 

                       道路管理第二課長 

  倉吉河川国道事務所 事務所長 

            調査設計第二課長 

            道路管理課長 

国土交通省中国運輸局   交通政策部     環境・物流課長 

             鳥取運輸支局    首席運輸企画専門官 

西日本高速道路株式会社  中国支社      企画調整課長 

鳥取県警察本部      交通部       交通規制課長 

                       交通指導課長 

鳥取県          県土整備部     道路企画課長   （副部会長） 

                       道路建設課長 

一般社団法人 鳥取県トラック協会       専務理事 

一般社団法人 鳥取県バス協会         専務理事 

一般社団法人 鳥取県ハイヤータクシー協会   専務理事 
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１. 渋滞部会の概要

１



鳥取県道路交通渋滞対策部会における議論

最新交通データによる渋滞状況の検証

～プローブデータの収集・分析等～

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

～データ精査・現地確認等の実施～

地域・道路利用者の声

鳥取県の主要渋滞箇所の選定
【高速12箇所、一般道45箇所】

○地域の課題を共有することにより議論を促進

○円滑に渋滞対策を立案し、効果的な対策を実施

（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、

道路利用者の参画による対策 等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

２

◆ これまでの取り組み◆ 対策検討のマネジメントサイクル

Ｈ３０．９．３ 平成３０年度 第１回 渋滞部会
・モニタリング、特定・解除フロー、観光地周辺渋滞対策

Ｈ２４ 第１回～第３回渋滞部会、パブリックコメント

継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

Ｈ２５．１．２５ 主要渋滞箇所の公表
【一般道】４５箇所（鳥取県内）
【高速】 １２箇所（中国地方整備局管内）

Ｈ２５．６．２４ 平成２５年度 渋滞部会
・渋滞対策の基本方針（案）について議論

Ｈ２７．１．１６ 平成２６年度 渋滞部会
・モニタリング、対策状況の確認、情報共有

Ｈ２７．９．３０ 平成２７年度 渋滞部会
・モニタリング、整備効果の把握、対策状況確認

Ｈ２８．８．１０ 平成２８年度 渋滞部会
・モニタリング、特定解除方針（案）、小規模対策の取組

Ｈ２９．８．３１ 平成２９年度 渋滞部会
・モニタリング、特定解除フロー、道路利用者団体との連携

1.1 目的と検討経緯1.1 目的と検討経緯
１．渋滞部会の概要１．渋滞部会の概要

【目 的】 ・鳥取県道路交通渋滞対策部会（以降、渋滞部会）は、鳥取県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、関係
機関が渋滞箇所の渋滞原因や課題、効果的・効率的な渋滞対策を議論することを目的としています。

【検討経緯】 ・平成24年度に、統一的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出。道路利用者等の意見を踏まえて、平成25年1月に「地域の主要
渋滞箇所」を選定し、公表しています。
・平成25年度以降、渋滞部会において、主要渋滞箇所のモニタリング、効率的な渋滞対策について議論を行い、フォローアップ
を実施しています。

Ｈ３１．３．８ 平成３０年度 第２回 渋滞部会
・モニタリング等



1.2 前回部会における主な意見と対応方方針1.2 前回部会における主な意見と対応方方針
１．渋滞部会の概要１．渋滞部会の概要

• 前回第1回部会(H30.9.3)における主な意見とその対応方針については以下のとおりです。

主な意見 対応方針

２．主要渋滞箇所の特定・解
除について
①解除フロー（案）について
【情報提供】

• 主要渋滞箇所の解除フローは、更なる検討の余地がある（鳥取県） • 引き続き検討します。

３．主要渋滞箇所（一般道）の
フォローアップ
①渋滞対策について
【情報提供】

• 平成３１年夏までに鳥取西道路が開通すると、国体道路交差点～南隈交差点
の交通量が増えることが予想されるため、区画線の変更や停止線の前だしなど、
ピンポイント渋滞対策を検討すべき（鳥取県）

• 現地を確認しましたが、効果的な
ピンポイント対策が見いだせてい
ません。引き続き検討します。

４．観光地周辺における渋滞
対策

①鳥取砂丘における渋滞対
策の取り組み
【情報提供】

• 鳥取砂丘におけるＧＷなど大型連休の期間は駐車場を効率よく利用してもらう
ことが渋滞対策として効果的である。今後も取り組んで欲しい。（鳥取県警）

• 鳥取市周辺渋滞対策協会では、
10連休に向けて対策の検討を
行っています。

■平成30年度 第１回渋滞対策部会における主な意見と対応方針

３



２. 主要渋滞箇所（一般道）フォローアップ

４



NN

５

南隈

砂丘入口

丸山

鳥取城跡

吉方町２丁目

吉方温泉４丁目

産業道路

西大路

南栄町

津ノ井

天神町

今町２丁目

千代橋西詰

古海

国体道路

徳尾

安長

商栄町

八千代橋西詰

安長北

千代水西

鳥取商業高校

溝川

白兎

下坂本

《ソフト対策》
砂丘周辺観光渋滞対策

No.１ 砂丘入口交差点改良事業

No.２ 安長北交差点改良事業

No.３ 産業道路交差点改良事業

No.８ 鳥取西道路

No.４ 白兎交差点改良事業

■事業実施中・ハード対策
凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村高速道

（ ）は旧交差点名称

E29

No.６国体道路交差点改良事業

No.５ 南隈交差点改良事業

No.７ 古海交差点改良 Ｈ２7完成

No. 路線名及び事業名 事業主体 進捗状況 対策内容 対象交差点名 解除予定

1 県道湯山鳥取線　砂丘入口交差点改良事業 鳥取県 事業中 車線増設(上り線) 砂丘入口 未定

2 県道伏野覚寺線　安長北交差点改良事業 鳥取県 事業中 右折車線設置(下リ線) 安長北 未定

3 県道若葉台東町線　産業道路交差点改良事業 鳥取県 事業中 右左折車線設置(下リ線) 産業道路 未定

4 国交省鳥取 事業中 右折車線設置(上リ線) 白兎 H34

5 国交省鳥取 H30 右折レーン延伸(下リ線) 南隈 H33

国道２９号　国体道路交差点改良事業 国交省鳥取 H30 右折レーン概略検討

県道鳥取鹿野倉吉線　国体道路交差点改良事業 鳥取県 H29～H30 左折レーン延伸(上り線)

鳥取県 H27
右折車線設置(上リ線)、バス
ベイ新設

No. 路線名及び事業名 事業主体 進捗状況 対策内容 対象交差点名 解除予定

8 国交省鳥取 H31年夏迄に全線開通予定 バイパス新設
溝川、白兎、下坂
本

H34

国道９号　白兎交差点改良事業

未定
県道高路古海線　古海交差点改良事業

国道９号　鳥取西道路

国道９号　南隈交差点改良事業

6 国体道路 H33

7
国道２９号　

古海

H30.7完成

H31.1一部完成

2.1 渋滞対策実施状況①(東部地区)2.1 渋滞対策実施状況①(東部地区)
２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

H30.11一部完成



2.1 渋滞対策実施状況②(中部地区)2.1 渋滞対策実施状況②(中部地区)

NN

６

中部総合事務所先

住吉町

小鴨橋西

No.１ 倉吉道路

No.２ 倉吉関金道路

■事業実施中・ハード対策

倉吉ＩＣ

倉吉西ＩＣ

（仮）小鴨ＩＣ

（仮）福山ＩＣ

倉吉ＩＣ～
倉吉西ＩＣ間
Ｈ２５開通

倉吉西ＩＣ～
小鴨ＩＣ間
事業中

北条倉吉道路

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村高速道

（ ）は旧交差点名称

E9

No. 路線名及び事業名 事業主体 進捗状況 対策内容 対象交差点名 解除予定
倉吉IC～倉吉西IC間 鳥取県 H25開通 バイパス新設 住吉町 未定

倉吉西IC～小鴨IC間 鳥取県 事業中 バイパス新設 小鴨西 未定

2 国道３１３号　倉吉関金道路 鳥取県 事業中 バイパス新設 小鴨西 未定

1 国道３１３号　倉吉道路

２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ



７

島根県

車尾

陰田町

加茂町２丁目

長田産婦人科

西福原１丁目

食品団地入口

米原

錦町３丁目

養方町ローソン前
公会堂前

総合事務所前

日吉津東

二本木

労災病院入口
皆生

卸団地入口

新開２丁目

NN

No.２ 二本木・日吉津東交差点改良 Ｈ２８完了

No.１ 錦町３丁目交差点改良事業

No.３ 安倍三柳線整備事業

■事業実施中・ハード対策

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜開通箇所＞

事業名・開通時期等

開通区間

（ ）は旧交差点名称

E9

E73

No. 路線名及び事業名 事業主体 進捗状況 対策内容 対象交差点名 解除予定
1 県道両三柳後藤停車場線　錦町３丁目交差点改良事業 鳥取県 事業中(H29に事業化) 左折車線増設 錦町3丁目 未定

2 国道４３１号　二本木・日吉津東交差点改良事業 鳥取県 H28完了
日吉津西～二本木間の右左
折レーンの新設及び延伸

日吉津東 未定

No. 路線名及び事業名 事業主体 進捗状況 対策内容 対象交差点名 解除予定
3 市道安倍三柳線 米子市 事業中 バイパス新設 長田産婦人科 未定

No.４ 車尾交差点改良

2.1 渋滞対策実施状況③(西部地区)2.1 渋滞対策実施状況③(西部地区)
２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ
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≪位置図≫

≪対策前後写真≫
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≪説明図≫
：左折・直進交通 ：右折交通
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【R９：西向き】
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≪整備効果≫
○右折レーンの延伸(H30.7)により、右折滞留車両による右折車線閉塞にともなう走行阻害が軽減。
○直進車両の旅行速度が改善。

≪広域図≫ 鳥取県鳥取市
（国道９号）

E9

鳥取県

対策前 対策後

植樹帯を撤去

植
樹
帯

対策前

対策後

速度低下が緩和
（+2ｋｍ/ｈ）

（資料）ETC2.0（様式1-2）より、下り線のピーク2時間（7～9）の平均速度を集計
対策前：平成29年8月平日/対策後：平成30年8月平日 ８

■交差点までの平均速度 ■交差点までの急ブレーキ回数

２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

（資料）ETC2.0（様式1-2）より、下り線のピーク2時間（7～9）の急ブレーキを集計
対策前：平成29年8月平日/対策後：平成30年8月平日

急ブレーキ回数が
約２割低減

• 西側流入部の右折レーン延伸（240ｍ⇒270ｍ,）に伴い、ピーク時における速度改善や急ブレーキ回数の低減が確認されました。

2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号南隈交差点改良）2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号南隈交差点改良）
みなみがくま



９

２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号溝川交差点）2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号溝川交差点）
み ぞ か わ

鳥 取 県

０ ５ １０㎞

≪位置図≫

≪広域図≫

≪対策前後写真≫
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≪説明図≫

鳥取県鳥取市
（国道９号）

鳥取市

凡 例

主要渋滞箇所

対策後対策前

≪整備効果≫

誘導看板の設置により、手
前交差点での左折車両の
迂回誘導によりピーク時の
交通量が軽減

• 誘導看板の設置により、手前交差点での左折車両の迂回誘導によりピーク時の交通量が軽減が確認されました。

• 鳥取西道路の供用により国道9号の交通量が減少する見込み。

軽減



至 国道９号

至 岡山

１０

■事業の概要

〇事業名 【防災・安全交付金（交通安全）】
鳥取鹿野倉吉線（徳尾工区）

〇事業期間 平成２９～３０年度【平成３０年１１月完成】
〇事業主体 鳥取県
〇事業内容
計画区間は国道２９号との接続交差点であり、多くの交通量があり

ます。現交差点は、左折レーン の滞留長が短く、左折車が多い場合
は直進レーンまで左折待ち車輌が滞留し、直進車の走行を阻害して
います。
鳥取西道路が全線開通した際には鳥取西ICを利用し、鳥取砂丘コ

ナン空港や鳥取砂丘方面への交通量の増加が予想され、さらなる渋
滞が懸念されることから、道路用地内で左折滞留長を確保すること
により、円滑な交通を確保するものです。

■位置図

国体道路

■計画平面図

至

鳥
取
市
街

至

鳥
取
西IC

計画箇所
L=90m

鳥取IC

鳥取西IC

■事業前渋滞状況

H28年5月撮影

■平成30年11月工事完成後

２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

西側流入部左折レーン延伸

2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((県)国道２９号国体道路交差点改良）2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((県)国道２９号国体道路交差点改良）
こ く た い ど う ろ

H31年2月撮影

■改良前後の夕ピーク時平均速度
（速報値）

21.1 21.3
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若⼲速度向上

❏対策前後の速度集計（ETC2.0プローブデータ）
○対策前:H29.4～H30.3平日夕ピーク16h～19h（3h）平均
○対策後:H30.12～H31.2平日夕ピーク16h～19h（3h）平均（速報値）
※国体道路交差点～嶋入口交差点間(1DRM区間)で集計



２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((県)伏野覚寺線 安長北交差点改良事業)2.2 今年度の渋滞対策事業の紹介((県)伏野覚寺線 安長北交差点改良事業)

■事業の概要

〇事業名 【防災・安全交付金（街路事業）】美萩野覚寺線（安長工区）
〇事業期間 平成２２～３１年度
〇事業主体 鳥取県
〇事業内容

国道29号は、鳥取市内を南北に走る主要幹線道路であり、安長北交差点付近は、市内有数の交
通量となっています。
また、交差する県道伏野覚寺線は沿道に商業施設等が集積しており、交通量が多い路線です。
この国道29号と県道伏野覚寺線が接続する安長北交差点において右折車線の設置を行い、渋

滞緩和を図るものです。

■位置図

■計画平面図

■事業前渋滞状況

■平成31年1月完成後

H27年5月撮影

１１

ふし の かくじ やす なが きた

平成31年1月完成

平成31年度
実施予定

H31年2月撮影 H31年2月撮影
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■改良前後の朝ピーク時平均速度 （速報値）

速度向上
❏対策前後の速度集計
（ETC2.0プローブデータ）
○対策前:H29.4～H30.3平日
朝ピーク7h～10h（3h）平均

○対策後:H31.2平日
朝ピーク7h～10h（3h）平均（速報値）
※安長北交差点～東側直近信号

交差点間(1DRM区間)で集計



国道9号の渋滞長：2017.1.31（火）調査結果(朝ﾋﾟｰｸ時)

■事業の概要

■計画平面図

○事業名 国道９号 車尾交差点改良
○事業期間 平成３１年度
○事業主体 国土交通省倉吉河川国道事務所
○事業内容 国道9号倉吉側流入部は下り勾配のため『追突注意』の
路面表示、中央の直進車線を明確にするため右折車線との間に『破線
区分』を表示し、右折・直進車線のわかりやすさ向上を図る。
また、国道9号東西側流入部は右折レーンの容量不足から西側はゼ
ブラ上に滞留、東側は後続直進阻害が見られるため、それぞれ右
折レーン長を延伸する。

2.3 来年度予定の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号車尾交差点改良）2.3 来年度予定の渋滞対策事業の紹介((国)国道９号車尾交差点改良）
く ず も ２.主要渋滞箇所のフォローアップ２.主要渋滞箇所のフォローアップ

車尾

先詰まりを嫌った⾞
両が、外側直左混
⽤⾞線に集中

写真撮影：2017.11.7（火）朝ﾋﾟｰｸ時

右折⾞が直進
⾞を阻害

②
至 松江

至 倉吉

①

④ ③
【写真①】

車尾交差点

１2

対策前

⾄
倉
吉

⾄
松
江

⾄ 観⾳寺新町

⾄ 皆⽣温泉

⾞尾交差点

【渋滞要因 その３】
右折レーンの交通容量不⾜により
ゼブラ上に右折⾞が滞留

テーパー長（ｌｄ）
３５ｍ

滞留長（ｌｓ）
３２ｍ

【渋滞要因 その１】
右折レーンの交通容量不⾜により
直進⾞両の通⾏を阻害

【渋滞要因 その２】
先詰まりを嫌った⾞両が、
早い段階から直左混⽤⾞線に集中

テーパー長（ｌｄ）
２７ｍ

滞留長（ｌｓ）
３０ｍ

:⾞線変更⾞両

:右折⾞両

:直進+左折⾞両

対策後

⾞尾交差点 ⾄
倉
吉

⾄
松
江

⾄ 観⾳寺新町

⾄ 皆⽣温泉

テーパー長（ｌｄ）３５ｍ

右折レーンの延伸（約１５m）
滞留長（ｌｓ） ３２ｍ⇒４７ｍ

「追突注意」表⽰、中央の直進⾞線
と右折⾞線の区分を「破線」表⽰
(右折直進⾞線のわかりやすさ向上)

テーパー長（ｌｄ）
３０ｍ

右折レーンの延伸（約４０m）
滞留長（ｌｓ） ３０ｍ⇒７０ｍ

【渋滞要因 その４】
右折レーンがないため、右折⾞が
後続進⾏を阻害し、滞留

⾞尾交差点と南側に隣接する交差
点と合わせて、今後対策を検討

写真①



３. 冬季の渋滞対策状況

１3



３.冬季の渋滞対策状況３.冬季の渋滞対策状況

１4

3.1 冬季対策の背景3.1 冬季対策の背景

• 国土交通省では、突発的な大雪に対する道路交通への障害を減らすための具体的な対策など今後取り組むべき課題を検討するため、学識
経験者等からなる「冬期道路交通確保対策検討委員会」において「大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ」として提言をとりまとめ、提
言に盛り込まれた新たな取り組みの実施に向けて、検討を進めている。



３.冬季の渋滞対策３.冬季の渋滞対策

3.2 強化ポイント（関係機関との連携強化）3.2 強化ポイント（関係機関との連携強化）

• 冬期道路交通確保に向けた対応力強化を図るための合同図上訓練、実地訓練を行うとともに、関係機関とのホットライン再構築や連絡体制
の確認など連携強化を図っている。

１5

▼雪害時における放置⾞両等移動訓練
１１月１２日（月）、湯梨浜スノーステーション（東伯郡湯梨浜町）において、

大雪時に走行不能となった立ち往生車両（スタック）及び放置車両が発生し
た際、 災害対策基本法に基づき、通行の障害となっている現地での車両の
移動が迅速に行えるよう、鳥取・倉吉河川国道事務所合同で放置車両等の
移動訓練を実施。

▼雪害対応訓練【(ＤＩＧ)⽅式】

雪害対応訓練【(ＤＩＧ)方式】状況

１１月１９日（月）、鳥取河川国道事務所会議室において、立ち往生車両に
対して情報提供や立ち往生車両の発生に伴う滞留車両に対しての対応方
法及び待避誘導等について、各関係機関の役割確認を「ＤＩＧ（ディグ）方
式」により雪害対応訓練を行い、実際の雪害に備えるとともに各機関の連
携強化を図る訓練を実施。

〈ＤＩＧ（ディグ）方式とは・・〉
■参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練です。
■Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）の頭文字を取って命名。

ＤＩＧという単語は「掘る」という意味を持つ英語の動詞でもあり、転じて、探求する、理解すると
いった意味をもっています。

このことから、ＤＩＧという言葉には、「災害を理解する」「まちを探求する」「防災意識を掘り起こ
す」という意味も込められています。

【参加機関】 鳥取河川国道事務所、岡山国道事務所、関係出張所、関
係保守業者、鳥取県、鳥取県土整備事務所、八頭県土整備
事務所、鳥取市、智頭町、鳥取県警察本部、高速道路交通
警察隊鳥取分駐隊、鳥取警察署、智頭警察署、岡山県警
察美作警察署、岡山県美作県民局、美作市



３.冬季の渋滞対策３.冬季の渋滞対策
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3.2 強化ポイント（チェーン規制の準備）3.2 強化ポイント（チェーン規制の準備）

• 大型車等の立ち往生車両が発生する恐れの高い区間のうち、鳥取県内の１区間を「チェーン規制区間」に設定。

• 従来であれば通行止めになる状況においてもタイヤチェーン装着車を通行可能にする。

▼「チェーン規制区間」の概要

⼤雪時の道路交通確保に向けたチェーン規制の実施
について、従来であれば通⾏⽌めとなる状況においてタイ
ヤチェーン装着⾞のみ通⾏可能とするもの。

時期：⼤雪特別警報や⼤雪に対する緊急発表が⾏われるような
異例の降雪時※

※【全国】平成29年度は⼤雪特別警報の発令はなく、⼤雪に対する
緊急発表は3回

場所：公売の⼤きい峠部でこれまでに⼤規模な⽴ち往⽣などが発
⽣した区間

▼⿃取県内の「チェーン規制区間」

都道府県名 路線番号 道路名 区間 延⻑(km) 道路管理者

岡⼭県
⿃取県 E73 ⽶⼦道 湯原IC〜江府IC 33.3 NEXCO⻄⽇本

E73

①国道９号
⿃取市伏野〜浜村
L=9.2km

②国道29号
⼾倉峠
L=7.0km

③国道53号
⿊尾峠
L=12.7km

④E29
⿃取⾃動⾞道
（⼤原IC〜河原IC）
L=40.8km

⑤E9
⼭陰道
（⼋束⽔交差点〜はわいIC）
L=15.4km

⑥E9
⼭陰道
（⼤栄東伯IC〜⽶⼦⻄IC）
L=42.4km

E73
⽶⼦道
（湯原IC〜江府IC）
L=33.3km

E29

E9E9▼⼤雪による過去の通⾏⽌め事例（参考）
場所：E73 ⽶⼦道（⽶⼦IC〜湯原IC，L=50.9km）
⽇時：H29.1.23〜25
通⾏⽌め時間：約44時間
⽴ち往⽣台数：約300台

⽶⼦道の状況(H29.1.23)



３.冬季の渋滞対策３.冬季の渋滞対策

3.2 強化ポイント（スポット対策）3.2 強化ポイント（スポット対策）

• 関係機関において除雪車両や凍結防災材散布車の増車、現場状況の正確な把握のためのCCTVカメラの増設など、除雪体制の強化を図っ
ている。

機械 強化内容 目的

CCTVカメラ 【鳥取河国】
・CCTVカメラ ２９５台（H29.4）→３０７台（H31.2）
【倉吉河国】
・CCTVカメラ １２３台（H29.4）→１４３台（H31.2）
【鳥取県】
・雪みちナビ １６９台（H29.4）→２４７台（H31.2）

現場状況の正確な把握、
スタック車両早期発見

▼雪みちナビ【⿃取県】

１7

▼CCTVカメラ【⿃取河国・倉吉河国】



３.冬季の渋滞対策３.冬季の渋滞対策

3.2 強化ポイント（国道373号現道対策）3.2 強化ポイント（国道373号現道対策）

１8

施⼯状況

⽣コン打設の圧送管

融雪状況（H29.12.27）

無散⽔融雪装置（郷原地区）L=40ｍ区間（⿃取向き⾞線）平成29年12⽉6⽇完成

ガードパイプへの取替⼯事（郷原〜駒帰）L=3.4km：平成29年12⽉8⽇完成

放熱パイプ



３.冬季の渋滞対策３.冬季の渋滞対策

3.2 強化ポイント（大型車の待機スペース確保）3.2 強化ポイント（大型車の待機スペース確保）

• 鳥取自動車道のタイヤ指導時や集中除雪時に大型車が休憩できるスペースを確保することとし、現在３箇所の候補地で調整中。

19

布勢運動公園

河原除雪基地付近

武蔵武道館

出典：国⼟地理院

除
雪
優
先
区
間

河原IC

大原IC
大原IC

373

429

53

29

河原IC

待避スペース待避スペース

待避スペース

待避スペース

鳥取西IC
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